
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

多様な人々が安心・安全な暮らしについてともに考え、防災・減災の地域力を高める。
事業
目的

内容

方法
手段

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

＜もりおか女性センターの防災への取り組みの紹介＞

・なぜ女性センターが防災に取り組むのか

・災害時の女性の困難・課題について

・なぜ防災にジェンダーの視点が必要なのか

＜大規模災害時の被災の実態をデータを元に情報共有と問題の把握＞

・東北地方太平洋沖地震による死者の死因等について

・東日本大震災における震災関連死の死者数

・物資に関する要望の男女差

・地方防災会議の委員に占める女性の割合の推移

＜グループワークを通して話し合う（こういうときどうする？）＞

きょうとみんなの防災カードもしくはクイズ（子どもの参加者）

＜全体共有・まとめ・アンケート＞

男女共同参画推進
の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】「みんなの防災力UP講座
～安心・安全に暮らすためにできることを考えてみよう～」

振り返り

災害時に起こる性暴力やハラスメントをはじめとした、性別や立場別に異なる困難は、平常時における社会の課題が顕在化している。
問題
現状

盛岡市、復興支援センター、障がい者支援団体、LGBTQ＋支援団体、子育て支援団体

評価
指標

アンケート満足度80％

・直後アンケートの収集
講義等の理解度、意識

の変化、感想

・①の参加者はフォロー
アップ調査
意識の変化、実践した

こと、実践して得た課題

＜グループワークを通して避難所運

営のロールプレイを体験＞

HUG

参加者同士の交流

＜全体共有・まとめ・アンケート＞

＜意見交換会＞（希望者のみ）

それぞれの地域のネットワーク構

築

＜多様な人たちの災害時の困難を知る

＞

事例発表＋トークセッション

・障がい者支援団体

・LGBTQ＋支援団体

・子育て支援団体

・盛岡市危機防災課

対面形式講義及び
オンデマンド動画視聴

対面形式講義及びグループワーク 対面形式ワークショップ 紙面及びWEBフォーム

対象
定員

町内会、民生児童委員、子供会、自主防災組織等の会員、防災に関心のある方
①20名（出前講座） ②30名（参集型）※②のみの参加でもOK

2回 ①出前講座2ｈ（講義、ワークショップ）※団体の申込日
②参集型2ｈ（講義、ワークショップ） ※土曜か日曜の午前

期間
回数

予算 事業費 6万円

事業
目標

人権と多様性に配慮した防災の知識を得て、参加者自身の地域の防災活動の見直しを
図る。

実施
体制

主催：もりおか女性センター 運営スタッフ：センター職員３名

【位置づけ】第３次盛岡市男女共同参画推進計画
基本目標1施策1：男女共同参画への関心と理解を深める啓発活動の推進 基本目標2-1施策3：男女共同参画
視点での災害対応 基本目標3-1施策2：地域における男女共同参画の推進

課題
防災組織・団体の運営体制や活動内容すべてのプロセスにおいて、参加者全員が男女共同参画の視点を持って取り組むこと。意思決定の場への女性の参画。性別役割分業
意識の解消。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

① ②


